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人が話す場合には、相手の日本人が話を助けようと、 「ええ、ええ J などと連発すると、
乙れを「もうわかった、やめてくれJ という意思表示ととって、沈黙してしまったりする


















外国人「． . . . . J
日本人「もしもし。」
外国人「はい。 j
日本人「乙ちら、山本ですが、 ジョンソンさんは． ．．。 j




の後は、音調は平らにひきのばされ、相手から「はい j 「ええ j 「はあ」などのあいづち
を期待しているわけである。外国人の方は、文が途中であると判断したので、黙って聞い
ている。日本人は音が返ってとないので不安になって、 「もしもし J で相手が聞いている
-68-









ある。あいづちとして使われる「はい J 「ええ J 「うん j などを、 「賛成 j の意味のよう
にとられる場合が多い。あいづちの実体を知らない外国人の場合、相手が頻繁に「はい」、
「はい J と言うのを聞いて相手は自分に賛成していると思ってしまい、最後になると相手
がかならずしも賛成していないのがわかって、がっかりする。 日本語の「はい J は英語の
「 yesJ で絶対的におきかえるととができない。 ryesJ の主な意味と機能は肯定だが、 「
はい」は違う。奥海（1988）の「はい」の機能についての調査を参考すれば、 日本語の会話
の中に相手との賛成を表す「はい J 、つまり Yes-No疑問文に対する応答としての「はい J
の使用車は 8. 3% だけを占める。肯定の意味の他に、 「はい J はいろいろな意味や使い分け
がある．相手の話を聞いているという「はい J の機能は、会話の中には驚くほど頻度が高
い。あいづちとしての「はいJ の使用率は 40. 5% である。つまり、会話においては、相手
の発話を肯定的に受け取っているという信号を送るのは大切であると奥海が主張している。
しかし、 との「はい」は相手の意見に賛成だという意味ではない。あいづちの「はい J は、
r yesJ ではなくて、 「 uh-huhJ とか「yeahJ で訳すのが妥当であろう. Maynard (1990 ）が









（水谷修 (1979）。あいづちの「はい J は、儀式的な機能（ritualistic function）を果して






あいづちには、 「うん」 「はい J などのような言語形式をとるものと、顕の動き（首の
縦振り・横振り）、笑いなどのように非言語形式のものもあるが、本稿は言語形式のもの
だけを対象とする。あいづちと言うと、 まず頭に浮かぶものは「ええ J 、 「うん J のよう
な短い表現だが、実際にはあいづちにはたくさんの種類がある。果して、あいづちの実体
はどんなものであろうか。メイナード (1987）が指摘しているように、会話の流れのなかで、
どの言語行動を聞き手のあいづちと見なし、 どれを話し手の発話順番（ speaker ・ s turn) 
と見るかは簡単なようが複雑である。あいづちの概念について応答表現の基礎的な分析に
触れてみたい。





く、＠が大部分を占める。 このことから、 さらに②を応受（「はあ J fふんふん J と聞き
手であることを示すにとどまるものである。話し手の発言を受け止め、一応理解したとと




























































げた例には、 Bの二つ目の「うん j を理解しているという信号としても解釈できる。 もっと
積極的に理解を表すあいづちとして「そう J 、 「そうですか」、 「そうですねえ」、 「や


















































メイナード（1987）の行った調査のなかでは、あいづちの 80. 71% が発話中の短いポーズ付
近、 または話のリズムにあきが見られた時におきている．そして、終助詞を伴うポーズに








の「ねJ について『A Dictionary of Basic Japanese Grammar.!] (1986）を引いてみると『
話し手が聞き手に共有の知識についての確認や同意を要求する』と説明されている。 「ねJ
は話の中の聞き手の参加のためのゆとりをあける。伝えられている情報は話し手にだけで
はなくて、聞き手にも属することである。 「ね J は話し手の発話を和らげ、友情的なニュ
アンスをもたらす。 「ね j は同意を求めているので、 これに呼応あうづちは「うん j や「
そう J のような理解を示すものである。
同じように終助調の「の J についても『 A Dictionary of Basic Japanese Grammar』で
調べてみると『説明や感情的な強調を示すのに使われる』。また、 「よ」について引いて
みると『話し手だけが知っているようなことについて、強い確認と主張を示したりする』
と書いである。 「の J も「よ j も話し手が聞き手の知らない情報であると確認できる情報
を聞き手に伝える。そのために、終助詞の「のJ や「よ J に呼応するあいづちは、 同意を
示したものより、意見・感情を表すものである．
話し手が発話の終わりに「よねJ を使う時も、あいづちの反応が見られる。 「よね J は
『話し手は文の内容があたかも聞き手にも知られているかのように話す乙とによって、主
張を和らげようとする』 （『A Dictionary of Basic Japanese Grammar.!] ）。助動詞の
「でしょう」も「ね J と同じように、確認や同意を聞き手から要求するという意味を持っ




































『“ Omoiyari” refers to the ability and willingness to feel what others are 
feeling, to vicariously experienc巴 the pleasure or pain that they are undergoing 
and to help them satisfy their wishes. Kindness or benevolence becomes “ omoi-






る、あるいは同じ「考え J を持とうとしている。 もう一つは、その社会に属する人々は異
なった「考え」を持っている、 あるいは持つはずだと考えているものである。もし、社会
の人々の「考え」が同じであるなら、そこでは話し手は相手との考え方の差異を明確にし、
妥協の道を見つけ出すための努力をする必要はない。 しかし、 「考え j が同じであっても
話すととがないわけではない。お互いに同じであるととを確認しあったり、心の通じあい
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